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令和７年度 宮崎県立高千穂高等学校 

学校関係者評価表 

 
＜スクールミッション：目指す学校像 （本校の使命 本校に要請されているもの 存在意義）＞ 
  

 

 

 

 

 
校訓  大道を歩む  ～ 鍛錬・協調・奉仕 ～ 

  

＜グラデュエーション・ポリシー：目指す生徒像＞ 

  

（１）高い目標や理想に向かって自らを鍛練し、日々の学校生活の中で個性を伸ばしながら、社会における新たな価値を創造し、大道を

歩む生徒の育成を目指す学校 
（２）連携し高め合う教職員による授業を中心に、質の高い多様な教育活動を行うことで、生徒 の学力や専門性を向上させ、生徒個々の

進路目標の実現を目指す学校 
（３）協調と奉仕の精神で、家庭や地域社会との連携・協働・共育を推進していくことにより、 地域から信頼され、持続的な地方創生の

核となることを目指す学校 

自ら学び行動できる生徒 
学習習慣を確立することで、生涯にわたって学ぶために必要な 基礎学力の定着した生徒を育てる。 

他者と協働できる生徒 
豊かな感性、適切な表現力・コミュニケーション能力を身に付け、仲間と協力して目標を達成しようとする生徒を育てる。 

地域社会に貢献できる生徒 
地域社会をより良くしようとする当事者意識と行動力を備えた生徒を育てる。 

多様な価値観を尊重できる生徒 
価値観が多様化する時代に必要な、広い視野と寛容な心を持つ 生徒を育てる。 
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令和７年度 学校関係者評価表                        宮崎県立高千穂高等学校 

＜重点目標と主な達成手段＞ Ａ：充分達成（80％以上） Ｂ：ほぼ達成（79～60％） Ｃ：やや不足（59～40％） Ｄ：かなり不足（39％以下） 

 評価項目 

評価指標・目標 
主な取組 

成果（○）・課題（●）・改善策

（☆） 

自己 

評価 

評

価 

学校関係者評価 

コメント 

 

１ 生徒の主体性と自律性の向上 

  

B  
 

A2 

B5 

 

❑校長先生をはじめ全ての先生方の熱心な

生徒指導、学力向上への取り組みに対し、

心から敬意を表し感謝を申し上げます。 

□生徒のあいさつや生活態度等は素晴らし

と感じております。また、明るさなどから

元気をいただいています。 

□礼法指導の徹底や海外留学への挑戦（2

名決定）など、具体的な行動変容が見られ

る点を高く評価します。 

一方で、SNS トラブルや問題行動の発

生、また 3 年生においても受験準備を自律

的に進められない生徒に対し担任の強い介

入が必要であった点は今後の課題です。 
今後は、教員による「指導」から、生徒が

自ら考え律する「支援」への移行をさらに

強める必要があると思います。 

特に「特別活動ふりかえりシート」の活用

は、自己肯定感を育む良い一歩であるた

め、継続的な検証を期待します。 

□問題行動への対処をしっかりと行ってく

ださい。（1 学年）留学チャレンジは素晴

らしいことです。（2 学年）受験に向けて

の準備ができるよう、計画的な指導をお願

いします。（3 学年） 

 

１ 

生

徒

の

主

体

性

と

自

律

性

の

向

上 

 

 

 

 

 

 

礼法指導の徹底 

（ １ 学 年 ） （ 生 徒 指

導） 

初期指導の充実・高校

生としての自覚の醸成 

（１学年） 

 

・定期的な面談や礼法指導を

通して規則正しい生活習慣の

確立を図る。 

(目標) 

規則正しい生活習慣の確立と

ともに、高千穂高校生として

自分で考え行動できる力の育

成。（1 学年） 

・礼法指導の目的と意義を生

徒及び全職員が共通理解し、

常時指導を徹底する。（生徒

指導） 

〇礼法は全クラスの授業や SHR、集会

等で実施できた。（生徒指導） 

△生活リズムを確立し、学校生活を過

ごせている生徒が多い。しかし、生活

習慣の改善が必要な生徒もいる。 

●問題行動が出た。男女間や SNS 等

のトラブルなど軽はずみな行動が多

い。自分事と考え正しく指導していき

たい。（1 学年） 

生指 

 

B 

 

 
1 学年 
 

B 

B6 

C1 

中堅学年としての自覚

の醸成 

進路実現に向けた指導

先を見据えた指導 

（2 学年） 

 

・礼法指導を充実する。 

・ ２ 学 年 へ の 帰 属 意 識 を 高

め、集団でも迅速な行動がで

きるよう指導する。 

・ 進 路 に つ い て 具 体 的 に 考

え、準備を始めさせる。 

(目標) 

将来を見据えた進路意識の高

い生徒の育成。海外留学生を

○海外留学に向けて多くの生徒がチャ

レンジした。結果２名が留学に行くこ

とが決まった。 

○修学旅行では、集合に遅れるような

生徒はなく、集団を意識して行動する

ことができた。 

2 学年 

 

Ａ 

A7 
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１ 

生

徒

の

主

体

性

と

自

律

性

の

向

上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１～2 名。 ❑礼法が身についた生徒さんはお話してい

て本当に気持ちのよいものです。多くの生

徒は高校生らしく地域の人と礼節をもって

接してくれていると感じています。 

❑海外留学へチャレンジする生徒が多いこ

とに頼もしさを感じます。内向的な若者が

増えているのでは？と言われる中で、外国

に関心が芽生えることは、自分が生まれ育

った国・地域のことも学ぶきっかけになる

ようと思います。今後、さらにチャレンジ

しようと思う生徒が増えることに期待しま

す。 

❑進路指導もとても丁寧にされていると受

けとめております。 

❑1 年次から卒業後をイメージし目標をも

って計画的に生活することは、３年度ゴー

ルの立ち位置がきっと違うと思います。早

い段階から、目標を持つような導きをお願

いします。 

 ❑生徒は学年が上がるほど挨拶してくれ

る印象。また学習に関してもまじめな生徒

が多い。進路実現に向けてしっかり考えよ

うとする姿勢が見られる。 

 

 

 

 

 

・進路実現に向けた指

導 

・主体的な生活習慣の

確立 

（3 学年） 

 

(取組)生徒の将来を見据えた

適切な進路情報を提供し、面

談を通してよりよい進路選択

の支援を行う。 

(目標)日程や時間の管理の徹

底。 

〈各クラス目標〉 

１組：卒業に向けて基本的な

生活 習 慣の 確 立 。評 定 平均

4.5 以上。 

２組：全商検定 1 人最低 1 種

目 1 級合格。3 種目 1 級取得

3 名以上。社会性を育む。 

３組：クラス評定平均 4.6 以

上、凡事徹底。 

４組：全国偏差値 60 以上 5 名

以上、国公立大学・難関私立

大学合格者 10 名以上。 

○各クラスで受験先が決定するまで

二・三者面談を何度も実施したこと

で、生徒の希望に添った進路先を決め

ることができた。 

○就職・進学ともに受験した生徒のほ

とんどが内定・合格を頂くことができ

た。 

●就職・進学両方において、数名の不

合格者が出た。担任との面談を通して

気持ちを切り替え、次の受験で合格し

た生徒もいるが、これから受験に再挑

戦する生徒もいるので全員の進路先が

決定するまで生徒のモチベーションが

維持できるよう指導していきたい。 

●受験に向けての準備等、自身で計画

的に進めることができない生徒が多

く、担任の声かけが不可欠であった。

1 年次からの指導の重要性を感じた。 

△各クラスの平均評定は未決定 

●２組の検定合格者１級は２名のみ 

△国公立１０名以上合格に向け指導中 

３学年 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

A1 

B6 

計画的な特別活動の観

点別評価の実施 

（教務） 

・特別活動の観点別評価を通

して生徒の自己肯定感を育み

主体性の向上を目指す。 

・宅習量調査とそのデータの

○特別活動ふりかえりシートの活動前

配付によリ目的を意識させることがで

きた。 

●テスト期間以外に宅集調査を実施。

 

 

Ｂ 

B7 
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１ 

生

徒

の

主

体

性

と

自

律

性

の

向

上 

有効的活用。 自宅学習の習慣化について課題を改め

て実感した。 

☆来年度宅習量調査を無くし、学習委

員会としての活動を見直す。 

 

❑既に学科改編を意識した取組に着手され

ていると存じます。高千穂高校ならではの

魅力の詰まったカリキュラムになるのだろ

うとさらに期待しています。 

□学科改編をチャンスと捉え魅力あるカリ

キュラムづくりに取り組むことを望みま

す。（教務） 

 

 

❑1 年生の仕事図鑑のインタビュー訪問は

とてもよい取組と思いました。が、広域で

移動時間やそれに伴う費用など、苦慮され

ることも多かったのではと思います。よい

知恵があれば…と思います。 

□「お仕事図鑑」の研究にあたり、インタ

ビュー前に事前研修をしている点に感心し

た。 

□進路は学年が進級するたびに面談確認を

行い、大枠から具体的に段階を踏むといい

と思う。個々の歩調に合わせることも必要

ではないか。 

 

❑「芥川賞・直木賞」「本屋大賞」「映画

化された原作本」などのテーマのコーナー

設置はいいと思います。さらに各種イベン

トの実施とその PR 方法も様々ご検討くだ

さい。 

❑読書活動は、幼児から小学生、中学生の

充実したカリキュラム

編(令和 9 年度を含む)

（教務） 

・新学習指導要領に対応した

カリキュラムの完成年度にお

ける検証と改善。 

・学科改編に伴う新カリキュ

ラム作成(調整) 

○教科代表者会を通して、次年度のカ

リキュラムを検討し完成させる事がで

きた。 

●令和 9 年度カリキュラム(学科改編

を含む)について、教科会および教科

代表者会を通して、継続的に検討を進

めた。 

☆学科改編に伴う、新課程のシラバス

作成を進める必要がある。 

 

 

B 

 

A1 

B6 

総合的な探究の時間の

充実 

（進路指導） 

・生徒と全職員による総合的

な探究の時間の実施。 

・探究 2 時間連続化(隔週)の

試行。 

(9 月～12 月) 

・進路指導クラスルームを活

用して情報発信を行う。 

△探究隔週 2 時間化の試行について、

生徒、先生にアンケートを実施。結果

を次年度につなげていきたい。 

〇１年生は仕事図鑑作成のためにイン

タビュー実施→△活動時期を再考す

る。 

○Handy 進路指導室やハイスクールオ

ンラインに受験レポートを提出し、来

年度閲覧できるようにしている。 

 

 

B 

A2 

Ｂ5 

読書活動の推進、読書

意欲の喚起 

（図書渉外） 

・「図書だより」発行 

・図書館整備 

・企画、イベント、キャンペ

ーンの実施 

・読書量調査の定期的な実施 

○ 移動図書館で各種イベント等を行

い、好評であった。 

○ 図書館内のレイアウト変更を行っ

た。また、「芥川賞」のコーナーを設

けた。 

○ 図書委員を中心に、７月に１年生、

12 月に２年生作成の図書だよりを発

 

 

B 

A1 

B6 



5 
 

行した。２月には全学年で増刊号を発

行する予定。 

● 読書量調査によると、読書量はかな

り増えているが、図書室の貸出冊数に

は、なかなか結び付かない。今後、他

校の事例も参考に、貸出数増を図りた

い。 

延長にあると考えます。図書館職員や図書

担当の先生など関係者の意見交換などはい

かがでしょうか。 

□インフルエンザ流行のパス移動、食事、

就寝時などの明確なきっかけの分析など

で、次年度の計画に生かす視点が重要。 

定期的な現状確認で、保護者と主治医との

連携の在り方をどう仕組化するか。 

危険予知能力をタブレットで可視化する仕

組みはどうか。 

 

健 康 安 全 教 育 の 推 進

（教育相談） 

・自他の健康に興味・関心を

もたせ、自己管理能力や危機

管理能力の育成を図る。 

・生徒の心身の健康を守り、

安全で快適な学校環境づくり

に努める。 

○修学旅行明けのインフルエンザ流行

のため１クラス学級閉鎖を行った。今

後も感染対策の徹底を図りたい。 

○救急搬送する大きな怪我はおきてい

ないが、タクシーで病院搬送、持病の

ある生徒の救急搬送があった。持病の

ある生徒の定期的な現状確認方法を検

討したい。 

●保健委員で校内の危険箇所点検を行

った。継続的に実施できるような取り

組みにしていきたい。 

 

 

B 

A2 

B5 
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令和７年度 学校関係者評価表                        宮崎県立高千穂高等学校 

＜重点目標と主な達成手段＞ Ａ：充分達成（80％以上） Ｂ：ほぼ達成（79～60％） Ｃ：やや不足（59～40％） Ｄ：かなり不足（39％以下） 

 評価項目 

評価指標・目標 
主な取組 

成果（○）・課題（●）・改善策

（☆） 

自己 

評価 

評

価 

学校関係者評価 

コメント 

 

２ 生徒の学習力・学力の向上 
 

  

B 

  

B7 

 

□県教委の教科総合訪問に向けた準備や、

校務支援システムの運用によるペーパーレ

ス化の推進など、組織的な授業改善・業務

効率化の取り組みが成果を上げています。  

しかし、生徒の家庭学習時間や検定取得率

が目標値（70%等）に届いていない学年

があるのは注視すべき点です。  

進路決定後の学習意欲の維持や、1 年次か

らの計画的な検定受検の動機付けなど、3

年間を見通した切れ目のない学習支援体制

の構築を求められると思います。  

 

❑様々な学習の取組をされていると受け止

めています。当事者である生徒たちが、

「たいへんだったけど、やってよかった」

や「緊張したけど楽しかった」等思い、学

習意欲がわき学力となっていくような指導

をいっそうお願いします。 

 

❑自宅学習はご家庭の協力も不可欠なこと

と思います。例えば、学習中は大人も共に

ノーメディアの働きかけも（難しいでしょ

うが）必要では。 

 

□私立高校も授業料無償化となり、さらに

 

 

２ 

 

生

徒

の

学

習

力 

・

学

力

の

向

上 

 

 

 

 

 

 

 

学力を補完する指導の

充実・資格取得指導の

充実 

１生活習慣の確立を通して、

学習習慣を身につけさせる。 

2資格・検定の取り組みへの挑

戦を促し、活動の記録も行わ

せ 

る。 

〈１年生〉(目標) 

自宅学習時間については、1・

2 組:1 日 1 時間以上、3・4

組:1 日 2 時間以上。 

1・2 組の検定等については、

各種検定取得率 70%以上。

3・4 組の模試については、

SS50 以上 15 名以上。 

〈２年生〉 

(目標) 

・１日の自宅学習時間１・2 

組：１時間以上、３組:２時間

以上、４組:３時間以上。 

・各種検定、対外模試 1・2 

組、上級検定取得率 70%以

上。4 組、模試 SS50 以上 15

 

〈１年生〉 

○１学期テスト結果の反省から、勉強

時間を確保して取り組む姿が見られ

た。 

△34 組の模試について、11 月の結果

は、SS50 以上が 10 名、SS55 以上

が３名であった。 

●将来を意識して、勉強や部活動を頑

張らせることができていないと感じ

た。今の頑張りが将来どう活きてく

るのか考えることができるように指

導していく。 

〈２年生〉 

●自宅学習時間について、目標を達成

している生徒は少ない。課題+α の学

習に目を向かせたい。 

◯英検２級に２名、準２級に４名合格

した。商業系の検定は、目標の 70%

には届いていないものの、３種目で 1

級を取得できそうな生徒がいる。 

●4 組の模試は、SS50 以上が 13 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2 学年 

B 

 

 

 

 

 

 

 

B7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B7 
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２ 

 

生

徒

の

学

習

力 

・

学

力

の

向

上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名以上。 

英検準 2 級以上取得５名以

上。 

 

〈３年生〉 

・学習習慣の定着を図り、進

路実現に耐えうる学力を養成

する。 

・積極的な資格、検定の取得

を促 し 、生 徒 の 意識 を 高め

る。 

(目標) 

・自己学習時間(授業外の学習

時間) 

1・2 組:2 時間以上、3 組:3

時間以上、4 組:4 時間以上 

素点欠点者を 10 名以下に。 

・進路実現のためだけの学習

ではなく、将来を見据えて主

体的・継続的に自ら学ぶ姿勢

の育成。 

名。 

SS40 層の１４名を伸ばしたい。 

 

〈３年生〉 

○自分自身の進路を真剣に考え、それ

ぞれの目標に向かって学習を重ねるこ

とができた生徒が多かった。進路決定

後も学習習 

慣を維持できている生徒もいるが、 

●放課後等に遊んだり騒いでいて、受

験前の生徒のことを思いやれない生徒

がいたことが残念だった。 

●検定取得に関しては、1 年次に取得

しきれていなかった分が 3 年次まで響

いてしまい、検定に対する意欲を持た

せることができなかった。 

〇自己学習は時期的な差があるため、

調査の在り方について教務部と連携し

て検討。 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

B7 

 

県立高校の進学希望が少なくなると思われ

る。普通科があるので、有名大学の進学率

を上げることで、私立高校と差別化できる

と思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□県教委の指導を受けられて、授業力の土

台が出来たのではないでしょうか。そこ

に、校内でのフィードバック体制（コメン

ト票や意見交換会）に改善の余地があると

思います。 

□公開授業はありがたいです。 

 

 

指 導 と 評 価 の 一 体 化

（教務） 

 

・観点別評価について、指導

と評価の一体化の実現に向け

ての実践 

〇本年度の県教委による教科総合訪問

に向け、教科代表者会を通して計画的

に準備を進めた。県教委に直接指導助

言を頂き貴重な研修の機会となった。 

●校内実施の互見授業において、コメ

ント票的なものが必要であった。 

☆評価のありかたについて、各教科で

議論する機会を作っていただきたい。 

 

A 

A7 

授業力の向上（教務） ・研究授業・公開授業・互見

授業の充実 

 

 

B 

A2 

Ｂ5 
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２ 

生

徒

の

学

習

力 

・

学

力

の

向

上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務の効率化（教務） ・校務支援システムの確実な

運用 

・情報機器の効率的運用 

・効果的な日程調整 

〇ペーパ-レス化が定着してきた。 

○各特編時間割は早期提示ができた。 

〇１学期中の授業時間調整を実施でき

た。 

●2 学期に生じた偏りを、3 学期に調

整していきたい。 

 

A 

A7 

 

❑業務の効率化で先生方の業務量や精神的

負担が一層軽減されることを望みます。 

 

 

 

❑人権教育は、いじめなどによる人格否定

や命に係わる大事な教育と思います。小さ

なことでも丁寧に対応していただくことを

お願います 

次年度は B,A の自己評価であるよう願いま

す。 

□改善の在り方を検討、で止めず、「外部

講師を招いた実践的な研修を計画中」な

ど、具体的なアクションプランを付け加え

ると、実行力が伝わります。SNS 上のコ

ミュニケーションワークショップを導入す

るなど、反省だけでなく、高千穂の強みを

生かした解決策が見つかるといいですね。 

□いじめ対応は徹底していただきたい。ま

た夜神楽で高校生が一晩中男女で過ごすシ

ーンがあり、周りの大人が心配する状況が

あった。 

 

 

❑学校に親身に相談に応じてくれる体制が

あることは生徒も保護者も心強いと思いま

す。これからも寄り添いをよろしくお願い

します。 

人権教育の推進（生徒

指導） 

 

・いじめの早期発見に努め、

保健教育相談部と連携し指導

援助を行う。 

・いじめ、不登校０件を目指

す。 

●SNS 関係について、利用等に係る更

なる指導が必要。特定の場面における

衝動的な行動や安易な考え方が重大な

問題に発展することを継続的に指導し

ていく必要がある。 

☆スマートフォンについて生徒向けの

研修を実施。今後、人権教育と連動し

ていじめ問題や SNS 問題について取り

扱っていく効果的な指導の在り方を検

討。 

 

 

C 

 

B2 

Ｃ5 

 

学校行事の活性化（生

徒指導） 

・学校行事の企画段階から生

徒会等の意見を取り入れ、生

徒 の 主 体 的 な 活 動 を 引 き 出

す。 

〇オープンスクールや歩こう大会、文

化祭で生徒会が企画を運営。 

 

A 

A7 

学力を補完する指導の

充実 

（進路指導） 

・校外模試、スタディサポー

ト、進路マップの実施 

・各学科・教科との連携によ

り、生徒の進路実現に必要な

学力養成のための各種課外・

講座・テストを企画する。 

〇一般受験合格を目指す 3-4 の生徒た

ちが熊大プレを 5 名受験、宮崎国際大

学でのリスニング講座に 3 名参加する

など、前向きに頑張った。 

〇１年教科担任によるコース選択会議

を実施し、情報の共有を行った。 

 

 

B 

A2 

Ｂ5 

読書の重要性の啓発 

読 書 を 通 じ て の 文 字

1 読書の必要性、重要性の啓

発 

〇 進路関係及び農業関係の本は、図書

館に置いていても誰も手に取らない。

 

 

B7 
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２ 

生

徒

の

学

習

力 

・

学

力

の

向

上 

 

 

力、語彙力、文章読解

力の向上 

読書を通じて、さまざ

まな価値観に触れ、論

理的思考力の向上を図

る（図書渉外） 

 

2 学級文庫の設置 

3 移動図書館の充実 

4 朝読書の黙読の実行 

学級文庫での活用を実施している。 

● 読書の重要性は、朝読書や授業の中

で取り上げてもらっているが、まだま

だ生徒に理解してもらえていない。 

○ 朝読書中に読む本は、電子書籍も可

能とした。最初は、ゲームや動画を見

ている生徒が多かったが、現在では、

そういう生徒をあまり見かけることが

なくなった。 

B □生徒アンケート調査から迅速に問題把

握、面談へとつなげたスピード感は素晴ら

しいですし、保護者や地域への安心材料と

なります。 

SC/SW の認識向上については、ぜひ継続

してください。生徒だけでなく、保護者に

とっても、困ったときの相談窓口として、

心理的ハードルが下がる工夫を期待しま

す。運営協議会としても、地域社会と共有

し、学校と地域が一体となった見守り体制

の強化が出来る事を願います。 

 

□勉強も大事だが、学校生活を楽しむこと

の方が高千穂高校生にとって大切だと思い

ます。 

教育相談の充実 

（教育相談） 

 

・生徒一人ひとりの心身の健

康状態の把握に努め抱えた悩

みや問題の早期解決への支援

を行う。 

・いじめ等が未然に防げるよ

う、 担 任・ 学 年 会等 関 係職

員・生徒指導部・保護者との

連携強化を図り、柔軟かつ速

やかに組織的に対応する。 

・ 長 期 相 談 室 ( 保 健 室 ) 利 用

者、長期欠席者への支援。 

・教育相談室の活用を図り、

教育 相 談に 関 す る情 報 を収

集・発信。 

○生徒アンケートでは担任・副担任の

先生方の協力のおかげでスムーズに問

題把握、面談などの対応を行うことが

できた。これからも職員間の情報共有

と丁寧な対応に努めたい。 

○いじめ未然防止取組として、生徒会

と連携しながら生徒が主体となり交流

を深めるゲームや「いのちの教育」を

実施し、「命」について学校全体で考

える活動ができた。 

○いじめ子どもサミットにて、本校の

取り組み発表を行った。また、神舞祭

文化の部においても同様に発表し、全

校生徒や保護者に対しても周知するこ

とができた。 

○一行詩「生命のこえ」コンテストで

は、担任副担任のご協力のおかげで実

施できた。コンクールに応募した作品

の中から、4 点が入選し、うち 1 点が

優秀賞を受賞した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

A6 

B1 
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○SC・SW が全校生徒に認識されるよ

うに情報発信をし、会議等にも参加し

てもらう。 

 

令和７年度 学校関係者評価表                        宮崎県立高千穂高等学校 

＜重点目標と主な達成手段＞ Ａ：充分達成（80％以上） Ｂ：ほぼ達成（79～60％） Ｃ：やや不足（59～40％） Ｄ：かなり不足（39％以下） 

 評価項目 

評価指標・目標 
主な取組 

成果（○）・課題（●）・改善策

（☆） 

自己 

評価 

評

価 

学校関係者評価 

コメント 

 

３ 生徒と地域の交流の質・量向上 

 

  

 B 

  

A2 

B5 

 

□ボランティア活動への積極的な参加や、

「西臼杵探究 CAMP」への参加など、地域

を学びのフィールドとする姿勢が定着しつ

つあると感じました。  

PTA 総会の出席率の高さ（83.5%）は、

家庭からの期待の表れと言えるでしょう。  

課題としては、ボランティア参加者の固定

化や、公開授業への一般参加者の少なさが

挙げられます。  

SNS 等を活用した「届く広報」を工夫

し、学校の魅力を地域に対しより能動的に

発信していくことを期待します 。  

□公開授業などを見学させていただきまし

たが、生徒の自主性などが見られ大変良か

ったです。 

□公開授業については、地域の回覧板や、

チラシなどで掲示、依頼しても良いので

は。保護者向けメールがあれば、申し込み

を Google フォームなどの QR コードから

できるようにしてはどうか。「〇年生の成

長を見る会」や、「ICT を活用した最新の

 

 

３ 

 

生

徒

と

地

域

の

交

流

の

質 

・

量

向

上 

教育活動の可視化（教

務） 

 

 

・公開授業の充実 

・オープンスクールの充実 

・行事の効果的な企画・運営 

○昨年度より効率よく準備が進んだ。 

●中体連県大会出場予定生徒のニーズ

に対応が必要。☆来年度の実施日を要

検討。 

●公開授業参加者は前年度と同じ数

で、7 名という少人数。文書による連

絡のみではなく、有効的な広報が必

要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

B7 
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３ 

 

生

徒

と

地

域

の

交

流

の

質 

・

量

向

上 

 

 

 

 

 

授業体験会」などのタイトルがあると興味

を引くかもしれません。 

❑オープンスクールは、中学生に学校に来

てもらい学校を知ってもらう貴重な機会と

思います。開催の PR の工夫をお願いしま

す。 

 

❑高校生のボランティア活動の参加は地元

の人が大変喜ばれます。今後も積極的な参

加をお願いします。その際には地域の人と

積極的に話していただきたいと思います。 

□ボランティア活動の参加者が固定化され

るのは自然なことだと思います。自主的に

取り組むことに意義があります。 

□ボランティア活動をしている様子などを

知る機会をもっと作っていただきたい。 

 

 

□地域の課題に真剣に取り組んでいる姿が

見られました。 

□学年ごとの段階的なアプローチは、自分

事としてとらえられる効果的な取り組みで

す。農業遺産などの生きた教材を地域が受

け皿として受け止め、専門性の高い講師や

授業でもっと探究できると広がりがあるよ

うに感じます。今年の取り組みは、これか

らもブラッシュアップさせながら継続して

頂きたい。 

ボランティア活動への

積極的参加 

地域との交流推進 

（ 生 徒 指 導 ） （ １ ・

２・３学年） 

 

・地域の諸活動に積極的に参

加する。（１・２学年） 

・地域の課題や解決方法につ

いて、横断的・総合的に考察

する資質や能力を育成する。

（１・２学年） 

 

・地域から依頼のあったボラ

ンティア活動への積極的な参

加を呼びかける（生徒指導） 

（１・２・３学年） 

 

・部活動単位での地域の行事

参 加 を 推 進 す る 。 （ 生 徒 指

導） 

 

 

・保護者や地域関係者と連携

を取り、地域とのつながりを

大 切 に し た 学 校 づ く り を 行

う。また、生徒に地域の諸活

動 へ の 参 加 を 促 す 。 （ １ ・

２・３学年） 

〇地域のボランティア活動へ積極的に

参加する生徒が多かった。（1 学年） 

〇総探では地域の方々に協力をいただ

きインタービューを実施した。生徒の

成長の機会となった。準備や連絡を丁

寧にしていきたい。（1 学年） 

○探究活動や未来探究などにおいて、

高千穂まちづくり公社や観光協会など

の協力を得て活動し、成果を形にする

ことができそうである。（２学年） 

 

〇生徒指導部にてボランティア参加の

証明書を作成し、生徒が記録し、自己

肯定感を高められるよう工夫した。

（生徒指導） 

●小学生の見守り活動、ボランティア

活動においては参加者が固定化し、減

少している傾向にある。（生徒指導） 

☆部活動や各種委員会などに呼びかけ

を行うなど、参加者を増加させる手立

てを考えていく。（生徒指導） 

 

○3 年生は２学期に受験する生徒が多

く、地域活動に参加しにくい状況の

 

 

 

 

A 

 
2 学年 

Ａ 

A6 

B1 
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中、進路決定者を中心に地域のイベン

トや神楽などに積極的に参加してい

た。（３学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❑保護者の方の学校行事へ関心や参加者の

多いことに驚きとともに敬意を表します。

先生方との関係もより良いものなると思わ

れます。先生方の熱意の表れと思います 

□役員選出で事前に Google フォーム等で

「立候補」や「活動可能な範囲」をアンケ

ート調査するのはどうか。 

教職員の多忙さから、美化活動を放課後の

勤務時間内や、授業の一環として生徒と一

多様な進路実現へのサ

ポート 

（進路指導） 

・「仕事図鑑を作ろう」を計

画し、生徒が地域の方とコミ

ュニケーションを取る機会を

設けるとともに、地域の人を

通 し て 仕 事 を 知 る 機 会 と す

る。(1 年) 

・フィールドワークプログラ

ムの実施。(1、2 年) 

・西臼杵郡内事業所ガイダン

スの実施。(3 年) 

○西臼杵探究 CAMP(10 月)に 11 名が

参加。１泊 2 日のプログラムを通し

て、高千穂町の魅力を考える機会を得

た。 

〇価値創造フォーラム(11 月)に 1 年生

が参加。→他の学校の生徒と交流する

機会を得た。△計画的な運用と、より

有意義なものにするために生徒へ世界

農業遺産について触れるなど事前学習

を充実させる。 

〇公開講座補助金利用者～APE えびの

4 名、ひなたグローバルキャンプ 1

名、看護相談会 2 名、国際大学リスニ

ング 3 名、韓国交流 1 名、世界とつな

がる（留学）6 名。 

 

 

A 

A6 

B1 

ＰＴＡ関係行事への積

極的な参加、保護者と

の交流 

 地域の人々と積極的

に交流し、地域文化と

郷土への愛着心を醸成

する。（図書渉外） 

・従来どおり、ＰＴＡ・保護

者との連携 を図りながら、生

徒にもＰＴＡ活動への協力を

促す。 （環境美化活動、文化

祭、うずめセミナー他）  

・在校生にも、同窓会（おが

たま会）の意義を伝え、理解

を深める。 

〇  PTA 総 会 の 出 席 率 は 、 １ 次 が 

71.8%、２次を含めると、83.5%と

非常に高い。 

〇 美化活動等への生徒の参加が、昨年

より増えている。 

● PTA 総会出席者の中から、役員選出

を行っているが、複数の保護者から不

満も聞こえてくる。欠席者も含めた、

選出方法を考えたい。 

● 美化活動への職員の参加が少ない。

保護 

 

 

B 

A１ 

B6 
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者・生徒・職員が一丸となって学校運

営するために、保護者任せではなく、

年１回程度の職員の参加を是非ともお

願いしたい。 

緒に取り組むのはどうか。なんとなく全員

参加ではなく、担当制、当番制にして負担

の軽減化。 

 
令和７年度 学校関係者評価表                        宮崎県立高千穂高等学校 

＜重点目標と主な達成手段＞ Ａ：充分達成（80％以上） Ｂ：ほぼ達成（79～60％） Ｃ：やや不足（59～40％） Ｄ：かなり不足（39％以下） 

 評価項目 

評価指標・目標 
主な取組 

成果（○）・課題（●）・改善策

（☆） 

自己 

評価 

評

価 

学校関係者評価 

コメント 

 

４ 生徒の力を生かした学校魅力発信の促進 

 

 B 
A２ 

B5 

□公務員コースの役場合格実績（2 名）

や、中学生向けの出前授業での高い満足度

（90.3%）など、具体的かつ魅力的な教

育成果が出ていると感じました。 

また、しろやま支援学校との交流など、多

様性を尊重する心の教育も着実に進んでい

ます。 

一方で、環境美化（清掃やロッカーの整

理）については、自己評価が「C」に留ま

っており、公共の場を整える意識の醸成が

必要と感じました。 

学力やスキルの向上だけでなく、日々の生

活環境を整える「心の在り方」について

も、全職員一丸となった指導を継続してく

ださい 。 

□SNS の発信も多く、学校の様子を知る

機会が格段に増えました。これからも積極

的な発信をお願いします 

□広報に智恵と工夫が必要だと感じます。 

□気になる点は、高千穂高校が取り組んで

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動の可視化（教

務）〔再掲〕 

・公開授業を充実  

・オープンスクールの充実 

・行事の効果的な企画・運営 

 〔再掲〕 

○昨年度より効率よく準備が進んだ。 

●中体連県大会出場予定生徒のニーズ

に対応が必要。☆来年度の実施日を要

検討。 

●公開授業参加者は前年度と同じ数

で、7 名という少人数。文書による連

絡のみではなく、有効的な広報が必

要。〔再掲〕 

 

 

Ｂ 

B7 

生徒会と連携した学校

魅力発信 

（教務・生徒指導） 

・学校説明会の充実（教務） 

・全国募集に関わる業務(高２

留学を含む)（教務） 

・（教務） 

・代議委員会、企画委員会を

中心とした校内外への積極的

な情報発信（生徒指導） 

○学校説明会については、学年・学科

と連携し実施できた。短時間を有効利

用するために、教師側が伝える事項を

事前に整理し、生徒の声もしっかり反

映させることができた。業務フローも

確立しつつある。（教務） 

●広報に関わる業務担当につて整理が

必要（教務）。 

〇担当者会→運営委員会→全職員への

 

 

Ｂ 

A１ 

B6 
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４  

 

生

徒

の

力

を

生

か

し

た

学

校

魅

力

発

信

の

促

進 

 

周知という手順で情報共有できてい

る。（教務） 

 

 

いる様々な事について、HP やチラシがあ

るとの事を知らないため、西臼杵地域の各

行政を通じて、引き続き上手く伝えるとい

いと思う。 

 

□西臼杵郡内近隣中学校との連携を更に密

にしていただき、高千穂高校にしかないよ

うなカリキュラムに取り組み、学校の魅力

を更に充実発信していただきたい。 

私たち地域住民も企業も、その責任を果た

すため、更なる協力をさせていただきたい

と思いますので、様々な場面で広く情報発

信や協力要請をしていただければありがた

いです。 

 

❑ビブリオバトルへの参加、校内での実施

は、先にあった読書教育へもつながるよい

取組と思います。ぜひ次年度の開催を。回

数を重ねて、数年後は、地域の方の前で、

地域の方にも参加してもらって、中学生も

一緒に…など様々な企画で年間数回開催さ

るようになればと希望します 

 

 

 

 

 

 

 

近隣中学校と連携した

進 路 指 導 の 充 実 （ 進

路） 

・ 未 来 探 究 〔 ２ 年 普 通 コ ー

ス〕を充実させ進路意識の啓

発を図る。 

・中学生を巻き込んだ上級学

校出前講座と進路ガイダンス 

（職業体験）の実施。 

・合格体験発表会の実施 

△次年度の未来探究コースは現状維

持。 

〇国際コースにて熊本大学「高千穂

塾」での観光案内実施。 

○公務員コースでは大原簿記専門学校

の協力を得ながら授業を進めた。2 名

が高千穂町役場に合格（1 月現在）。 

〇10 月の上級学校出前授業では、そ

の分野への興味が高まったという割合

が高校生 88.2%、中学生 90.3%。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A２ 

B5 

読書活動に係る対外的

なイベント、コンクー

ル等への積極的な参加

（図書渉外） 

・国語科と協力してビブリオ

バトルを実施したい。 

・各種団体が実施するコンク

ール等を把握し、生徒への応

募を促す。 

△ 二学期、教育委員会主催のビブリオ

バトルに生徒 1 名が参加した。入賞は

できなかったが、来年につながる内容

であった。また、投票ボランティアに

も図書委員を 2 名派遣し、ビブリオバ

トルを見ることのできる貴重な機会と

なった。来年度は、国語科と協力しな

がら校内でのビブリオバトルを実現し

たい。 

△ 読書感想文コンクールにおいて、県

代表作品には選ばれなかったが、1 年

の部第３席に選ばれた生徒が出た。し

かし、多くの生徒は読んだ本の感想を

書くことが苦手である。ビブリオバト

ル同様、国語科と協力し、まずは本を

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B7 
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手に取ってもらい、その感想を自分の

言葉で表現できる生徒が増えるような

取り組みを検討したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❑これからも保護者とのよい関係を希望し

ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 別 支 援 教 育 の 推 進

（教育相談） 

・学校生活全般において配慮

すべき点や教育的ニーズを把

握し、不安や困難を改善、解

消できる方向に向かわせる。 

・自立や就労を目指し、生徒

の実態に応じた社会技能(ソー

シャルスキル)を獲得させる。 

・通級に関する研修を深め、

ニーズに合った支援体制を構

築する。 

〇学年会、教科担任会、教育相談情報

共有会等で情報共有を図り対応するこ

とができた。 

○心のバリアフリー活動で、しろやま

支援学校の生徒との交流活動を実施し

神舞祭では合同展示活動で全校生徒で

の交流を深めることができた。 

○ネットワークセンター・外部関係と

の連携を図り、授業観察・ケース会議

等を行い、学校・地域全体で検討する

ことができた。 

○通級指導を T2 体制で実施し、協議

しながら個に応じた指導を実施するこ

とができた。 

●通級が必要な生徒に対して、全職員

で情報共有し検討していく必要があ

る。 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A6 

B１ 

保護者との連携 

（1・２年生） 

・ 保 護 者 と の 連 携 を 大 切 に

し、信頼関係を深める。 

○各クラスで学級通信やクラスルーム

を活用して生徒の様子を保護者へ発信

している。さらに保護者との信頼関係

を深めたい。（1 学年） 

○通信や面談だけではなく、日々の誠

実な対応などにより、保護者との良好

な関係を築くことができた。（2 学

年） 

１学年 

Ａ 

 

 

 
2 学年 

Ａ 
 

A7 
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○担任の先生方がそれぞれ学級通信や

GoogleClassroom を通して、学校で

の生徒の様子や情報伝達を積極的に発

信してくださった。（3 学年） 

 

３学年 

A 
 

 

 

 

□部活動については、加入率を上げていた

だきたい。なぜ、いま部活動に加入しない

のか率直な意見を聞く場を設けて欲しい。 

 

□SNS の時代なだけにコミュニケーショ

ンがとれる基礎を部活動で養ってほしい。

野球部（の部員）が増えてほしい。 

 

□剣道部の成績が低迷しています。寮での

生活全般の管理監督が充分に行われている

かチェックが必要ではないでしょうか。特

にスマートフォンの長時間利用は、アスリ

ートにとって悪影響です。生活環境のチェ

ックが必要だと思います 

 

❑先輩も学び、後輩も学ぶ校舎ですから、

今の在学生が次に引き継ぐ気持ちで、きれ

いな校舎にしていただきたいです。 

 

□小学生ではないが、配置の型（左は教科

害、右に部活用品など）を決める。 

年間でこれだけのトイレットペーパー代が

かかるという、具体的な数字を掲示する

と、自分たちの学費や税金がどう使われて

いるのかを知ることが出来る。 

部活動の活性化 

（生徒指導） 

 

・部活動加入を呼びかけ、生

活指導に力もいれる。（部活

動加入率 80％以上、加入者の

出席率 100％、上位大会５つ

の部活出場を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○九州大会以上の上位大会には剣道・

水泳・相撲が出場。 

●加入率が 80％に満たないため、今

後も加入を促す。 

 

B 

Ａ1 

B6 

環境美化と整備の充実 

（ 生 徒 指 導 ） （ １ ・

2・３年生） 

・生徒と職員が共に毎日の清

掃にしっかり取り組む。 

・花の苗作りや管理を、生産

流通科と連携して行う。 

（生徒指導） 

・学校における生活環境や学

習環境の整備 

●トイレットペーパーの使用状況が悪

い。 

（生徒指導） 

●自分の机、ロッカーが整頓されてい

ない生徒がまだいる。環境を整える意

識を持たせたい。（1 学年） 

●時間いっぱい清掃ができていない。 

（1 学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B2 

C5 
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●ロッカーの整理ができていない生徒

がいる。鍵付きロッカーの活用も含

め、今後も指導していく。（２学年） 

 

△担任の先生方には何度も声かけして

頂いたが、クラスによっては教室の整

理整頓ができていなかった。また、一

部の生徒のロッカーが何度注意しても

整理されない。 

（3 学年） 

●未だに限定した場所のみを清掃する

だけで、隅々まできれいにしようとし

ない生徒がいる。3 年間で自ら汚れて

いる箇所を見つけて積極的に校内をき

れいにする姿勢を育てきらなかった。

（3 学年） 

 

C 環境整備＝セルフマネジメントと定義を意

識。という上記のことを思いついただけ書

いてみました。 

□自ら進んで清掃や環境整備の意識づけが

できるとよい。社会に出たら学習よりも大

事なことであると知らせたいところです。 

 

□家庭でも清掃が出来ていないから、学校

でも出来ないと思います。 

 社会人になって、身の回りを綺麗にでき

ない人は損すると思うので、積極的に美化

活動してもらいたい。 

 

 

 

 
 
 


